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　　　　v第2艦第5醗　　　．
　　　　はつきり示される場合に多く採用され，卒面的な圖案酌

　　　　効果をもつ場合が多い♂（ロ糟窩眞IO，　14，　16，　17，　2：）

　　　　　錯位法：最も一般的に採用される方法で．普通上方，

　　　　側方，前方の3面が同時に表現され，明暗による立膿感の

　　　　表現にもとんでいる．この場合等測撮影的な劇位も時に
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イオ．ソ交換樹脂に

ょる海水の軟化

申　邊　武　郎（膿化）

　海水から食盤を採取する際，不純物乏し．て存する

Ca＋＋，　Mg＋＋，　SO4一嚇は種々の障害をあたえるが・ζれ

らのイオンの除去にきわめて困難である．筆者はその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■除去に陰イナン交換樹脂塗使用してみた．

　陰イオン交換樹脂（OH型）1009をガラス圓筒に

充嶺し　海水200CC　lせ若干の塵酸を加えてPHを低

下させた後，これを樹脂層に流下させて，流幽液申の

Ca＋＋，　Mg＋＋，　SO4－一を調べた．樹脂層はNaOHで再

生し）、　一海水などで洗瀞した後，くり返し使用した。

　SOゲーはCL－’にくらべで，樹脂によく吸着される

が，再生の際生じた　Na2SO4が樹脂履に残り，結局

流出液のSOベーは原海脚ヒくらぺて約40％が除去

された程度にとどまる．

　流出液中のCa＋’，　．　Mg＋＋と加えた海水のpH∫との

關係は圖のようで，pH　1～3においてはほとんど完全

に除かれ，海ホゑ軟化し得ることを知つた．

　樹脂暦に吸着さ　　24
　　　　　　　　　　　海水中のM920mE
れ．た　Ca＋＋，　Mg＋＋　　　　20

は塵酸を加えても　16

勉蹴瀦せずmEi2

として樹脂から遊

離する．ことを認あた・この渉果樹謄履の吸着力は再生

　されて，反覆使用すること2Sできる．

．　以上の實験から，陰イオン交換樹脂を用い海水の軟

　化を實用化する企てが不可能では塗いことがわかっ

た・今後Ca÷＋，　Mg＋＋に鋤する樹脂の飽和吸着量，再

生液の損失などについて検討をすすめるつもりであ

　る．（1950・2　“22）
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は採用されるが．（口纏窩虞1）多くは側方をやや主眼と

した位置からの斜位が多い．（ロ糟窩眞9，11，13）

　傭職位法：特に卒面形に特色のある形態の撮影に適す

るもので，亭面的な圖案的効果が得られ易い．（口糟窟

貫　12，　20）　（1950．3・6）

熔融金属の流量
係歎と摩擦係歎
　　千々岩健見（機械）

　鋳物を造る揚合，鋳込み時間または鋳込みロの大R

さを決ぬるためには，熔融金贋の流量係数や型との摩

擦係激を知る必要がある．L．P・しこれ毫求める實験は

困難なため實験例も少く，求められた結果もまちまち

である．

　本實験はこれ等の値を定量的に決定するために行っ

たものであう．すなわち，水力學として多くの砺究が

すでに行われている水の揚合との相似の程度を確かめ
　　　　　やる目的で行ったもQであつて，試料には鉛を使用し

た．流動中竜凝固しないように加熱して，凝固黙以上

100℃の温度を保って實験を行い，水の揚合と比較し

得るよう考慮した．

　　　　　　　　　　　　　　　　結果を整理して

　　　　　　　　　　　　　　　第1，2圖を窄尋た．
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第1圖．ぱオリフ

イスおよびノツズ

ルの流量係数を永

レ第2圖はガスt’
管に封する摩擦係一　、

敏を示す．流量係
　　　　　　　　　ノ1敷は，傾向，数値

ともに水の揚合に　C．

lk’く一一致する．　er’　T　s・X

摩擦は金屡の方が

大きく出ている．

これは管内での流

れ嘱れ力擁し．塗

たrとも考えられる蓄

ので，楡討中であ

る．（」．950・3・6）
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